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年年歳歳 2012 京都青年団体会議 
2 月 25 日 於 第一部：ＭＫボウル山科 

第二部：ウェスティン都ホテル京都 

協和精工株式会社 山下 正起(第一部担当) 

株式会社有田製作所 有田 一繁(第二部担当) 

 

12 年目を迎えた年年歳歳 2012 京都青年団体会議は 

「絆」～集え 心意気 友よ 語り合おう～と題し、 

京都青年団体会議に加盟する１４団体の垣根を越えて、たくさんの交

流をしていただく中で、所属団体間だけではなく各会員一人一人が、

それぞれの胸にお互いに「絆」を感じてもらえるような１日にし、 

今後も永続的に続いていくような関係構築のきっかけを担う事業を行い

当日は機青連会員 30名、総勢 315 名ご参加いただきました。 

 

 第一部では、スポーツによる交流で、ボウリング大会を開催致しました。 

各団体の垣根を越えて、少しでも多くの方と出会い、そして「絆」を深め

てもらえるようにと、単純にプレーするのではなく、様々なハンデをつけ

て投球をしていただいたり、チームのメンバー同士でスピーチをして、

お互いをより深く知っていただいたりと、ボウリングというツールを最大限

に生かして交流をしていただきました。 さらにFacebook上に京都青年

団体会議のページを作成し、当日の様子を随時アップしていくことで、

当日にご参加いただけなかった方へも発信でき、多くの方に団体会議を

知っていただくきっかけになりました。 

 

第二部の大懇親会では、同席した他団体の方との｢絆｣を深めていた

だくため、｢名前ビンゴ｣や「じゃんけん大会」のアトラクションを行い、お

互いの名前を知り、テーブル一丸となって応援することができ、盛況とな

りました。 

 

 そして、団体旗引き継ぎ式では来年度実行委員長輩出団体である機

青連が団体旗を引き継ぎました。名高代表から来年度の抱負を語られ

ると、機青連への期待から 地鳴りのような掛け声と拍手が起こりました。 

 

先程も書きましたが、団体会員一人ひとりが今後も より深く、広く、永

続的に繋がっていけるよう、Facebook の中で京都青年団体会議のグル

ープを作成しました。既にFacebookをご利用の方も、未だご利用でない

方も、来年に向けて ぜひ「年年歳歳 京都青年団体会議」のグループ

にご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 


